














要約:1984 年 8 月から 1987 年 12 月までの外部標準検体によるクレチン症スクリーニング

の精度管理についての実態を調査したところ,各施設間の外部標準検体測定値がよく一致

するようになり,ばらつきも少なくなっていることが認められた。また,以前より各社キッ

トの測定値の差異が問題になっていた。我々はこれが TSH 標準ろ紙血の差異によるものが

大きいことを報告したが,その後,各メーカーのTSH測定用キットに付属されている TSH 標

準ろ紙血について検討したところ,以前認められた TSH 標準ろ紙血の差は改善され,一律化

がはかられていることが認められた。 


